
『
国
性
爺
御
前
軍
談
』

元
禄
末
年
、
『
御
前
義
経
記
』
の
刊
行
と
共
に
浮
世
草
子
界
に
そ

の
名
を
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た
、
西
沢
一
風
。
彼
の
諸
作
の
傾
向
は

主
に
時
事
へ
の
関
心
と
演
劇
趣
味
で
、
そ
れ
に
古
典
を
や
っ
し
、
付

会
し
て
構
想
を
整
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
演
劇
界
の
風
潮
に

す
ば
や
く
注
目
し
、
「
や
っ
し
」
の
手
法
や
音
曲
の
雰
囲
気
を
取
り

(
l
)
 

入
れ
た
こ
と
に
一
風
の
成
功
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
彼
の
作
品
に
お
け
る
芸
能
利
用
ー
|
'
特
に
こ
れ
ま
で
指
摘
の
少

な
か
っ
た
「
講
釈
」
「
御
前
物
」
の
利
用
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
の

手
法
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
と
思
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
、

未
だ
編
者
に
疑
問
の
残
る
『
国
性
爺
御
前
軍
談
』
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
、
編
者
が
一
風
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

近
世
中
期
の
講
釈
受
容

一
風
の
講
釈
に
対
す
る
意
識
を
検
証
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時

(
2
)
 

の
講
釈
に
つ
い
て
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
先
行
研
究
に
よ

は
じ
め
に

り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

講
釈
と
は
、
一
言
で
言
う
な
ら
ば
書
物
の
意
義
を
平
易
に
説
き
聞

か
せ
る
行
為
の
こ
と
を
い
う
。
講
釈
と
講
談
の
差
異
に
つ
い
て
は
、

学
問
授
業
の
方
法
を
論
じ
た
江
村
北
海
『
授
業
編
』
（
天
明
三
年
）
に
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

今
世
二
誰
彼
モ
、
講
釈
講
談
卜
相
混
ジ
テ
イ
ヘ
ド
モ
、
講
釈
卜

ハ
、
何
ニ
テ
モ
ア
レ
、
講
ズ
ル
ト
コ
ロ
ノ
書
ノ
本
文
註
解
ヲ
併

セ
テ
、
其
字
義
・
文
義
ヲ
解
釈
シ
テ
云
聞
ス
コ
ト
ニ
テ
、
其
要
、

省
明
ニ
ア
リ
…
（
中
略
）
…
講
談
ト
テ
モ
、
事
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
、

註
解
ヲ
併
セ
説
ク
コ
ト
ア
レ
ド
モ
、
大
方
ハ
本
文
バ
カ
リ
ナ
ル

ベ
シ
、
大
抵
一
章
、
モ
シ
長
キ
章
タ
ラ
バ
半
章
、
又
至
テ
短
キ

章
ナ
ラ
バ
、
二
三
章
ニ
モ
イ
タ
ル
ベ
シ
、
字
義
文
義
ヲ
ク
ワ
シ

ク
和
解
シ
テ
、
俗
耳
二
入
リ
ヤ
ス
カ
ラ
シ
メ
、
今
日
ノ
人
情
世

態
二
親
切
ニ
シ
テ
、
聴
ク
人
ノ
程
々
二
従
ヒ
、
益
ア
リ
テ
害
ナ

キ
ャ
ウ
ニ
云
キ
カ
ス
ヲ
主
ト
ス
ベ
シ
。
サ
ラ
バ
ト
テ
嵌
諧
の
談
、

バ
サ
ラ
ノ
語
、
卑
栖
の
諺
ナ
ド
ヲ
用
ユ
ベ
カ
ラ
ズ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

（
「
授
業
編
』
四
）

講
釈
と
講
談
の
区
別
は
あ
っ
た
が
、
当
時
は
既
に

小
考
—
ー
一
風
・
講
釈
・
御
前
物
—
|

小

畑

弥

生
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双
方
を
「
相
混
ジ
テ
」
口
に
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
人
々
は
そ
れ

ら
の
差
異
を
正
確
に
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
稿
で
は
以
後
「
ヨ
ミ
」
の
文
芸
、
い
わ
ゆ
る
「
声
」
の
文
芸

を
「
講
釈
」
と
統
一
し
て
表
記
す
る
。

講
釈
の
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
太
平
記
読
み
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
太
平
記
読
み
と
は
「
太
平
記
』
を
ヨ
ム
こ
と
の
朗
誦
化
・

芸
能
化
で
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
出
現
し
、
そ
れ
に
よ
り
講
釈
と

し
て
発
展
し
た
も
の
と
い
う
。
太
平
記
読
み
は
、
軍
書
の
講
釈
で
も
っ

と
も
人
気
が
あ
り
市
中
庶
民
の
間
で
主
流
と
な
っ
て
い
た
。
『
人
倫

訓
蒙
図
彙
』
（
元
禄
三
年
）
巻
七
「
勧
進
糊
部
次
第
不
同
」
の
太
平

記
読
み
の
項
目
に
は
、

近
世
よ
り
始
ま
れ
り
。
太
平
記
よ
み
て
の
物
も
ら
ひ
、
あ
は
れ

昔
は
畳
の
上
に
も
く
ら
し
た
れ
ば
こ
そ
、
つ
ゞ
り
よ
み
に
も
す

れ
。
な
ま
な
か
か
く
て
あ
れ
よ
か
し
。
祇
園
の
涼
、
礼
の
森
の

下
な
ど
に
て
は
、
む
し
ろ
し
き
て
座
を
し
め
、
講
尺
こ
そ
お
こ

り
な
ら
め
。
そ
れ
を
又
こ
く
び
か
た
ふ
け
て
聞
ゐ
る
者
も
あ
り
。

と
か
く
生
類
ほ
ど
品
々
あ
る
は
な
か
る
べ
し
。

（
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
七
）

と
あ
り
、
講
釈
を
勧
進
の
類
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
「
太
平
記
」

を
読
ん
で
身
過
ぎ
の
手
立
て
と
す
る
こ
と
は
既
に
中
世
の
頃
よ
り
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
近
世
に
入
る
と
軍
書
講
釈
は
武
士
た
ち
の

間
だ
け
で
な
く
、
よ
り
い
っ
そ
う
庶
民
化
・
娯
楽
化
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
梶
原
正
昭
は
「
戦
乱
の
戦
国
時
代
か
ら
泰
平
の

江
戸
時
代
へ
と
時
代
が
移
る
に
つ
れ
、
実
用
性
の
強
い
ま
じ
め
な
講

釈
か
ら
、
娯
楽
性
の
強
い
興
味
本
位
の
講
談
へ
と
、
そ
の
重
点
を
変

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
は
、
自
然
の
成
り
ゆ
き
と
い
え
る
。
」
と

論
じ
て
い
翠

さ
て
、
江
戸
時
代
に
入
り
「
辻
講
釈
」
「
町
講
釈
」
と
し
て
独
自

の
展
開
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
講
釈
で
あ
る
が
、
庶
民
に
身
近
な

も
の
に
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
史
料
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
例
え
ば
金
平
浄
瑠
璃
の
作
者
、
岡
清
兵
衛
（
？
ー
貞
享

四
？
）
は
、
『
中
古
戯
場
説
』
（
文
化
二
年
）
に
「
江
戸
舌
耕
士
の
祖

と
も
云
ふ
べ
し
。
一
生
、
太
平
記
・
楠
が
軍
の
み
談
ぜ
し
」
と
伝
え

ら
れ
、
同
じ
く
浄
瑠
璃
作
者
で
あ
っ
た
近
松
門
左
衛
門
は
、
「
堺
の

ゑ
び
す
島
で
栄
宅
と
組
ん
で
つ
れ
づ
れ
の
講
釈
も
致
さ
れ
る
け
る
な

り
」
（
「
野
郎
立
役
舞
台
大
鏡
』
貞
享
四
年
）
と
の
記
述
が
残
っ
て
い

る
。
都
万
太
夫
座
で
作
者
修
行
時
代
、
生
活
営
為
の
た
め
に
講
釈
を

行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
大
田
南
畝
『
瀬
田
問
答
』
（
天
明
五
？

ー
寛
政
二
年
？
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
ノ
講
釈
師
ヲ
、
ム
カ
シ
ハ
太
平
記
読
卜
申
テ
、
太
平
記
、
古

戦
物
語
ヲ
ノ
ミ
講
釈
イ
タ
シ
候
処
、
享
保
ノ
頃
、
瑞
竜
軒
、
志

道
軒
ナ
ド
願
ヒ
テ
、
今
ノ
三
河
後
風
土
記
ナ
ド
ヨ
ミ
候
事
始
候

由
承
伝
へ
候
、
左
様
二
候
哉
。

（
『
瀬
田
問
答
』
）
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長
友
千
代
治
は
「
こ
こ
で
は
、
太
平
記
の
み
な
ら
ず
古
戦
物
語
、
三

河
後
風
土
記
な
ど
、
広
く
軍
書
一
般
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
ま
た
瑞

竜
軒
（
赤
松
）
、
志
道
軒
（
深
井
）
な
ど
一
家
を
な
す
講
釈
師
も
出

現
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
太
平
記
読
み
か
ら
講
釈
師
と
言
わ
れ

(
4
)
 

る
者
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

講
釈
師
た
ち
の
姿
は
、
こ
の
頃
の
文
学
作
品
に
も
多
く
登
場
す
る
。

井
原
西
鶴
『
武
家
義
理
物
語
』
（
元
禄
元
年
）
に
は
、
三
人
の
武
士

が
敵
を
求
め
て
道
頓
堀
付
近
を
探
し
回
る
場
面
で
、
「
出
羽
義
太
夫

が
浄
る
り
の
は
て
く
ち
、
又
大
夫
が
舞
を
聞
人
、
竹
田
が
か
ら
く
り

の
見
物
、
甫
水
が
太
平
記
を
よ
め
る
所
、
其
外
浜
芝
居
の
小
見
せ
物
、

水
茶
屋
の
客
」
と
の
描
写
が
あ
る
。
こ
の
甫
水
と
い
う
人
物
は
「
難

波
の
自
ハ
は
伊
勢
の
白
粉
』
（
天
和
元
年
）
に
も
登
場
し
て
お
り
、
大

坂
の
天
満
天
神
で
も
『
太
平
記
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
ま
た
『
好
色
一
代
女
』
巻
五
（
貞
享
三
年
）
に
は
、
道
久
と

い
う
太
平
記
読
み
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
当
時
の
講
釈
師
の
実
態
を
詳
し
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
、

近
松
の
『
大
経
師
昔
暦
」
（
正
徳
五
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
宅

に
講
席
を
設
け
て
講
釈
す
る
場
が
描
か
れ
て
い
る
。

京
ぢ
か
き
。
岡
崎
村
に
ぶ
げ
ん
し
や
の
。
下
や
し
き
を
ば
両
隣

中
に
は
さ
ま
る
し
よ
げ
鳥
の
。
牢
人
の
巣
の
と
り
ぶ
き
や
ね
。

見
る
か
げ
ほ
そ
き
釣
あ
ん
ど
う
太
平
記
講
尺
。
赤
松
梅
龍
と
し

る
せ
し
は
玉
が
た
め
に
は
伯
父
な
が
ら
。
奉
公
の
請
に
立
他
人

む
き
に
て
暮
し
け
り
。
講
尺
は
つ
れ
は
聞
手
の
老
若
出
家
ま
じ

り
に
立
帰
る
。
な
ん
と
聞
事
な
講
尺
五
銭
づ
、
に
は
や
す
い
物
。

あ
の
梅
龍
も
も
う
七
十
で
も
有
ふ
が
。
一
り
く
つ
有
顔
付
ア
、

よ
い
弁
舌
。
楠
湊
川
合
戦
お
も
し
ろ
い
ど
う
中
。
仕
方
て
講
尺

や
ら
れ
た
所
本
の
和
田
の
新
発
意
を
見
る
様
な
。
い
か
ひ
兵
で

ご
さ
っ
た
の
。
い
づ
れ
も
明
晩
／
＼
と
ち
り
／
＼
に
こ
そ
別
れ

け

れ

。

（

「

大

経

師

昔

暦

』

中

之

巻

）

こ
れ
は
釣
行
燈
を
掲
げ
た
夜
講
釈
の
様
子
で
あ
る
。
一
人
五
銭
の
座

料
で
、
湊
川
合
戦
の
楠
木
一
族
の
奮
戦
ぶ
り
を
仕
方
話
に
よ
っ
て
講

釈
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
の
講
釈
は
、
町
の
中
に
定
席
が
で

き
て
、
門
付
同
然
の
「
辻
講
釈
」
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
町
講
釈
」
へ
と

そ
の
比
重
が
移
り
始
め
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
史
料
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
近
世
の
講
釈

は
町
人
に
も
幅
広
く
需
要
が
あ
り
、
当
時
人
気
の
あ
っ
た
浄
瑠
璃
芝

居
な
ど
に
比
肩
す
る
芸
能
と
し
て
、
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
次
項
に
移
り
た
い
と
思
う
が
、
一
風
の
利

用
し
た
「
御
前
講
釈
」
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
一
風
の
講
釈
に
対
す
る
意
識
を
詳
し
く
見
て
い
く
。

数
多
く
の
芸
能
利
用
を
行
う
一
風
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
講
釈
の

講
釈
・
御
前
物
へ
の
意
識
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場
面
が
描
か
れ
た
話
は
少
な
く
な
い
。
題
名
に
「
御
前
」
と
冠
す
る

作
品
が
三
作
品
、
加
え
て
「
御
前
物
」
と
似
た
形
を
と
る
作
品
も
い

く
つ
か
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
風
が
音
曲
と
同
じ
く
講
釈
へ
の

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
一
風
の
講
釈
の
利
用
法
な
ど
を
参
考
に
具
体
的
な
例
を
挙
げ
つ

つ
、
こ
の
論
点
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
検
証
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

ま
ず
、
そ
の
当
時
「
御
前
物
」
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
あ
っ

た
の
か
、
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
宝
永
期
の
浮
世
草
子
を
網
羅
的

(
5
)
 

に
考
察
し
た
も
の
に
、
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
浮
世
草
子
は
大
き
く
分
け
て
六
種
類
に
分

類
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
「
や
つ
し
物
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在

し
た
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
風
流
物
と
で
も
称
す
べ
き
一
群
の
作

で
、
一
風
の
「
御
前
義
経
記
』
に
な
ら
い
、
多
く
は
「
風
流
」
・
「
御

前
」
の
文
字
を
題
名
に
冠
す
る
。
も
と
も
と
「
御
前
義
経
記
」
の
成

立
事
情
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
作
は
好
色
物
の
一

変
相
と
見
得
る
の
で
あ
る
が
、
好
色
物
の
上
に
古
典
色
を
打
ち
出
す

も
の
（
や
っ
し
・
俗
解
の
類
）
と
、
演
劇
色
を
導
入
す
る
も
の
（
浄

瑠
璃
・
歌
舞
伎
に
想
を
借
り
、
翻
案
を
行
う
も
の
）
で
あ
り
、
「
御
前
」

と
い
う
の
は
更
に
そ
れ
を
貴
人
の
前
に
演
述
す
る
体
に
し
て
統
括
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
元
禄
期
に
『
御
前
義
経
記
』
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
で
、
以
後
「
風
流
」
ま
た
は
「
御
前
」
の
文
字
を
冠
し
た
題

名
の
作
が
続
出
し
た
ら
し
く
、
「
御
前
」
を
冠
す
る
作
は
、
御
前
講

釈
を
発
端
と
す
る
本
書
の
構
成
に
、
何
ら
か
の
形
で
追
随
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
と
長
谷
川
は
述
べ
る
。
実
際
に
「
御
前
」
と
い
う

文
字
を
題
名
に
冠
す
る
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
流
行
し
て
い
た
の
か
、
浮

(
6
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世
草
子
年
表
類
を
参
考
に
調
べ
て
み
る
と
、
一
風
の
著
作
以
外
に
次

ー

の

五

作

品

の

名

が

あ

が

っ

た

。

表

『
御
前
伽
婢
子
」
都
の
錦
（
元
禄
十
四
年
序
・
同
十
五
年
刊
）

「
御
前
独
狂
言
』
西
鶯
（
宝
永
二
年
刊
）

（ママ）

「
後
前
可
笑
記
」
作
者
未
詳
（
宝
永
三
年
刊
）

「
傾
白
御
前
追
従
」
作
者
未
詳
（
享
保
元
年
刊
）

「
御
前
千
疋
猿
」
作
者
未
詳
（
享
保
三
年
刊
）

ま
た
、
こ
の
他
に
も
「
風
流
神
代
巻
」
（
元
禄
十
五
年
）
の
奥
付
に
「
御

前
重
賓
元
禄
徒
然
卿
』
八
巻
近
刊
の
予
告
が
見
え
た
り
す
る
。

と
は
言
え
、
『
御
前
義
経
記
j

刊
行
後
に
続
出
し
た
の
は
、
む
し

ろ
一
風
の
演
劇
導
入
や
古
典
を
や
つ
す
手
法
を
取
り
入
れ
た
、
「
風

流
」
の
文
字
を
冠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
し
か

し
そ
の
中
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
趣
向
の
も
の
が
あ
る
。
現
物
は

未
見
の
た
め
、
こ
こ
で
は
長
谷
川
の
研
究
（
「
浮
世
草
子
の
研
究
j

二
六
一
頁
）
を
参
考
に
し
た
い
。

「
風
流
仕
形
舞
」
（
半
紙
本
五
冊
、
宝
永
三
年
正
月
刊
）
は
各
巻

一
章
よ
り
成
り
、
目
録
に
題
名
傍
に
「
付
タ
リ
座
敷
上
留
利
」
、
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目
録
章
題
下
に
「
手
づ
ま
人
形
大
名
の
ま
ね
」
・
「
ゆ
び
人
形
女

方
の
物
ま
ね
」
・
「
糸
あ
や
つ
り
若
衆
方
の
物
ま
ね
」
・
「
水
か
ら

く
り
敵
役
の
物
ま
ね
」
・
「
な
ん
き
ん
か
ら
く
り
花
車
方
の
物
ま

ね
」
と
あ
る
。
序
は
太
郎
冠
者
の
口
上
の
体
を
成
し
、
太
郎
冠

者
が
主
の
前
で
都
の
名
所
を
仕
方
舞
に
し
て
見
せ
る
に
題
名
は

由
来
す
る
が
、
全
篇
芝
居
が
か
り
な
る
故
の
題
で
も
あ
ら
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
題
名
に
「
風
流
」
の
文
字
を
冠
す
る
作
品
の
中
に

も
、
「
御
前
物
」
の
形
式
を
と
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
向
を
持
つ
作
品
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
一
風
が
浮
世
草
子
に
「
御
前
講
釈
」
を
取
り
込
ん
だ
理
由
、

ま
た
そ
れ
が
流
行
し
た
背
景
と
し
て
、
思
う
に
、
講
釈
が
当
時
す
で

に
町
人
の
文
化
に
な
っ
て
お
り
、
庶
民
の
興
味
を
引
い
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
は
実
際
に
一
風
が
ど
れ
ほ
ど
講
釈
へ
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
の

か
、
彼
の
作
品
に
お
け
る
具
体
的
な
講
釈
の
利
用
法
を
い
く
つ
か
見

て
い
く
。

『
御
前
義
経
記
』

0
一
之
巻
・
序
「
大
名
の
酒
盛
」

太
郎
く
は
じ
ゃ
近
比
是
は
め
い
わ
く
な
る
御
所
望
。
然
共
一
命
を
か

け
た
て
ま
つ
る
主
君
の
御
意
。
仰
出
さ
る
、
は
り
ん
げ
ん
に
ひ

と
し
。
じ
た
い
申
は
不
忠
に
似
た
り
。
は
ゞ
か
り
な
が
ら
我
／

＼
ひ
と
り
ね
の
友
ほ
う
こ
。
わ
け
な
き
恋
の
道
し
る
べ
。
殿
様

の
は
ら
を
よ
ら
し
ま
す
が
御
奉
公
。
御
ゆ
る
さ
る
：
つ
へ
は
ざ

っ
と
読
た
て
ま
つ
ら
ん
と
。
子
細
ら
し
く
ぬ
り
け
ん
だ
い
に
一

部
の
書
を
立
。
長
ば
か
ま
の
折
め
た
、
し
く
。
御
前
ま
ぢ
か
く

よ
っ
て
よ
ま
ん
と
す
る
を
、
大
名
ま
て
／
＼
太
郎
冠
者
。
扱
此
本

の
外
題
は
何
と
い
ふ
そ
°
太
郎
く
は
し
ゃ
さ
ん
候
。
一
部
八
冊
の
一

名
を
風
流
義
経
記
と
申
ま
す
。
然
ど
も
只
今
お
目
通
に
て
読
た

て
ま
つ
れ
ば
。
今
日
よ
り
御
前
義
経
記
と
仕
り
ま
せ
う
。

雨
天
が
続
き
暇
を
持
て
余
す
大
名
が
、
太
郎
冠
者
次
郎
冠
者
を
呼
ん

で
仮
名
草
子
を
語
ら
せ
る
形
式
で
、
こ
の
あ
と
「
風
流
義
経
記
』
改

め
「
御
前
義
経
記
』
が
語
ら
れ
て
い
く
。

01
―
一
之
巻
・
ニ
「
御
前
道
行
」

太
郎
く
は
し
ゃ
と
の
様
へ
申
あ
げ
ま
す
°
大
名
何
事
じ
ゃ
。
長
事
さ
ぞ

御
た
い
く
つ
に
思
召
ま
せ
う
。
扱
是
よ
り
観
了
と
今
義
が
似
せ

比
丘
尼
に
て
。
関
の
地
蔵
ま
で
く
た
り
ま
す
を
。
名
所
道
行
に

書
。
す
な
は
ち
ふ
し
を
付
て
語
ま
す
。
―
―
一
味
線
は
次
郎
冠
者
が

ひ
か
れ
ま
す
。
音
曲
に
て
お
聞
な
さ
れ
ま
せ
う
か
。
但
し
素
読

仕
ま
せ
う
か
。

三
之
巻
で
は
こ
の
よ
う
に
、
話
の
途
中
で
太
郎
冠
者
が
大
名
に
語
り

か
け
る
と
い
う
場
面
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
大
名
へ
の
言
葉
は
、

読
者
へ
の
呼
び
か
け
も
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
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先
、
面
白
い
趣
向
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
予
告
し

て
、
読
者
の
注
意
を
引
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
、
一
之
巻
の
序
の
挿
絵
に
講
釈
の
場
面
を
用
い
な
が
ら
、
こ
こ
で

も
ま
た
御
前
講
釈
の
様
子
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
挿
絵
の
画
者
に

ど
れ
だ
け
作
者
の
意
図
な
り
注
文
な
り
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
は
問

題
で
あ
る
。
長
谷
川
に
よ
る
と
、
後
期
の
江
戸
の
小
説
の
場
合
は
そ

の
実
態
が
つ
か
め
る
の
に
比
べ
て
、
浮
世
草
子
の
場
合
、
作
者
と
挿

絵
画
者
の
間
の
連
絡
如
何
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
な
く
、
末
期
の

浮
世
草
子
な
ど
に
は
本
文
と
食
い
違
っ
た
挿
絵
が
時
々
見
ら
れ
る
よ

う
だ
。
し
か
し
一
風
の
作
品
の
場
合
、
序
を
含
め
本
書
の
趣
向
に
深

く
関
与
す
る
挿
絵
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ

れ
は
一
風
の
注
文
に
従
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る。
0
六
之
巻
・
ニ
「
四
方
髪
の
傾
城
」

菅
原
と
や
ら
い
ふ
女
郎
の
。
八
嶋
の
講
談
す
る
よ
し
。
是
は
め

づ
ら
し
い
傾
城
の
物
読
。
今
が
は
じ
め
。
い
ざ
此
宿
に
入
。
…
（
中

略
）
…
暫
あ
っ
て
菅
原
か
ぶ
ろ
の
竹
之
丞
に
打
か
け
と
ら
せ
。

紫
ふ
く
さ
の
結
を
と
か
せ
。
一
冊
の
本
を
ひ
ら
い
て
見
台
に
す

へ
。
扱
皆
様
へ
申
ま
す
。
ま
こ
と
に
我
。
人
に
ま
か
す
る
身
な

れ
共
。
子
細
あ
っ
て
下
ひ
も
の
む
す
び
。
と
く
事
の
な
ら
ざ
り

し
を
。
あ
ふ
客
ご
と
に
語
。
わ
け
た
て
ぬ
替
に
。

つ

れ

（

草
。
伊
勢
物
語
の
素
読
し
て
。
一
座
の
興
に
な
し
て
。

（
の
つ
と
め
に
日
を
か
、
す
事
も
な
か
り
き
。
此
比
の
お
客

は
。
曽
我
物
語
か
義
経
記
を
よ
ん
で
き
か
せ
と
の
御
所
望
。
曽

我
は
つ
と
め
の
秘
伝
の
事
。
わ
し
ら
が
身
の
う
へ
に
て
は
さ
し

あ
ひ
。
そ
れ
ゆ
へ
此
比
よ
り
義
経
記
の
素
読
致
ま
す
。
…
（
中
略
）

…
此
八
嶋
の
段
は
義
経
記
に
書
の
せ
ま
せ
ね
ど
。
愛
は
わ
し
が

才
覚
に
て
。
増
補
や
ら
ん
に
仕
ま
し
た
。
皆
様
ね
む
た
く
と
き

い
て
く
だ
ん
せ
ん
と
い
ふ
に
。
是
よ
り
八
嶋
の
講
談

今
義
が
旅
の
途
中
立
ち
寄
っ
た
宿
で
出
会
う
、
菅
原
と
い
う
女
郎
（
の

ち
に
今
義
の
母
常
盤
と
判
明
）
が
講
釈
を
行
う
場
面
で
あ
る
。
口
上

部
分
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
講
釈
の
場
に
居
合
わ
せ

た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
与
え
る
。
流
行
芸
能
の
取
り
入
れ
を
常
套
手

段
と
し
て
い
た
一
風
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は
こ
の
よ
う
に
女
郎
に
よ

る
講
釈
と
い
う
も
の
も
、
現
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
女
大
名
丹
前
能
』

0
初
巻
・
序
「
殿
様
の
物
好
」

罷
出
た
る
者
は
。
去
お
大
名
様
の
奥
方
に
召
し
つ
か
は
る
>
次

郎
冠
者
で
ご
ざ
る
。
兄
太
郎
冠
者
は
。
殿
様
方
に
勤
。
昼
夜
隙

な
き
身
な
れ
ど
我
と
楽
む
寝
や
の
と
ぽ
し
火
。
反
古
の
う
ら
に

千
鳥
の
足
跡
。
入
乱
た
る
言
の
葉
を
書
ち
ら
し
。
一
名
を
御
前

儀
経
記
と
題
し
。
あ
づ
さ
に
ち
り
ば
め
世
の
笑
草
と
な
し
ぬ
。 一

日
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有
つ
れ
（
。
其
一
部
を
御
前
に
て
読
奉
り
。
…
（
中
略
）
…

近
日
殿
様
。
奥
へ
お
な
り
の
よ
し
。
…
（
中
略
）

．．． 
奥
様
よ
り

の
仰
。
お
さ
へ
に
は
茶
道
の
林
斎
。
お
と
ぎ
役
に
は
此
次
郎
冠

者
。
其
外
御
用
あ
る
べ
き
人
相
応
の
見
つ
く
ろ
い
。
よ
ろ
し
く

は
か
ら
へ
と
の
仰
事
也
。

『
女
大
名
丹
前
能
」
は
、
こ
の
序
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
前
作
「
御

前
義
経
記
」
の
姉
妹
編
と
し
て
構
想
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
「
御
前

義
経
記
」
で
殿
に
気
に
入
ら
れ
た
太
郎
冠
者
の
弟
次
郎
冠
者
が
、
奥

方
よ
り
御
伽
を
命
じ
ら
れ
、
殿
と
奥
方
の
前
で
腰
元
ら
に
丹
前
能
を

演
じ
さ
せ
る
。
以
下
そ
の
物
語
だ
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
前
作
の
好

評
を
追
っ
て
か
、
全
体
の
筋
立
て
も
手
法
も
ほ
ぽ
踏
襲
し
て
お
り
、

一
風
が
こ
の
作
品
を
「
御
前
義
経
記
」
同
様
「
御
前
物
」
と
し
て
著

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

『
風
流
今
平
家
』

0
-
―
一
之
巻
・
序
「
恋
暮
か
こ
ち
草
」

姫
御
機
嫌
一
か
た
な
ら
ず
既
に
御
酒
ゑ
ん
中
場
ゑ
。
瞥
女
の
よ

し
参
り
し
か
ば
。
い
よ
／
＼
よ
ろ
こ
ば
せ
給
ひ
す
ぐ
に
盃
給
は

り
。
何
に
て
も
替
し
音
曲
。
又
珍
敷
咄
の
あ
ら
ば
語
き
か
せ
と

の
仰
。
…
（
中
略
）
…
此
程
去
屋
敷
に
風
流
今
平
家
と
申
本
を

も
て
あ
そ
び
給
ひ
ぬ
。
よ
ま
せ
給
ふ
を
聞
に
。
昔
の
平
家
物
語

に
こ
と
よ
せ
当
世
の
こ
と
は
ざ
。
哀
れ
な
る
事
面
白
き
事
の
み

な
り
き
。
有
増
覚
は
ん
べ
り
ぬ
是
を
や
お
咄
申
さ
ん
。
殊
に
地

読
の
外
音
曲
所
有
。
琴
―
―
一
味
線
に
て
あ
ふ
も
ふ
し
ぎ
あ
は
ぬ
も

時
の
笑
草
。
い
か
ゞ
仕
ら
ん
と
い
ふ
迄
も
な
し
。
と
＜
／
＼
と

の
御
所
望
に
ま
か
せ
。
出
る
儘
の
妖
言
皆
様
御
免
な
り
ま
し
や

、つ

あ
る
裕
福
な
浪
人
の
息
女
の
前
で
瞥
女
の
与
志
が
読
み
聞
か
せ
た
と

い
う
発
端
を
設
け
、
人
形
操
り
の
文
句
に
町
人
の
心
得
を
説
く
。
人

物
・
事
件
を
全
編
「
平
家
物
語
』
に
付
会
し
、
章
題
に
そ
の
典
拠
を

示
す
点
な
ど
、
こ
れ
も
ま
た
「
御
前
義
経
記
」
と
同
一
手
法
を
と
る

作
品
で
あ
る
。
『
蔭
涼
軒
日
録
』
（
文
正
元
年
）
に
、
眼
を
患
っ
て
い

る
江
見
河
原
入
道
と
い
う
人
物
が
「
太
平
記
」
を
読
ん
だ
と
い
う
記

録
が
あ
る
。
与
志
の
場
合
も
こ
れ
と
同
じ
く
、
諸
ん
じ
て
の
朗
読
と

思
わ
れ
る
。
講
釈
に
は
書
物
な
し
の
い
わ
ゆ
る
無
本
の
場
合
を
も
含

む
こ
と
が
分
か
る
。

『
風
流
御
前
二
代
曽
我
』

0
一
之
巻
・
-
「
傾
城
曽
我
の
う
つ
し
ゑ
」

は
づ
か
し
な
が
ら
わ
た
く
し
こ
と
。
京
嶋
原
大
坂
や
の
吉
野
と

申
た
傾
城
で
あ
ん
す
。
…
（
中
略
）
…
は
た
ち
迄
勤
し
所
に
。

去
お
や
し
き
が
た
の
殿
様
に
身
請
せ
ら
れ
。
よ
い
身
に
は
成
ま

し
た
れ
ど
。
此
は
る
の
こ
ろ
よ
り
御
前
様
江
め
し
出
さ
れ
。
よ

る
の
お
と
ぎ
を
申
ま
す
。
明
暮
の
お
な
ぐ
さ
み
に
有
程
の
こ
と
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を
仕
つ
く
し
。
き
く
程
の
こ
と
を
お
咄
申
て
。
今
は
な
ん
に
も

な
い
知
恵
を
ふ
る
へ
と
の
仰
。
ぞ
ん
じ
ま
せ
ぬ
と
い
ふ
お
な
ぐ

さ
み
も
な
け
れ
ば
。
し
あ
ん
を
い
た
し
ま
せ
う
と
ぞ
ん
じ
ま
す

が
。
あ
い
手
な
け
れ
ば
せ
ん
か
た
つ
き
弓
。
ゐ
る
に
も
い
ら
れ

ず
、
な
ん
と
し
や
う
。
か
と
し
や
う
。
ア
、
ま
、
よ
此
間
気
を

も
む
ゆ
ゑ
か
。
…
（
中
略
）
…
御
前
様
よ
り
は
早
、
仕
立
と
有

御
使
者
た
び
／
＼
な
り
け
れ
ば
。
ぶ
ん
に
く
り
こ
と
有
べ
し
。

思
ひ
付
あ
し
き
は
も
ん
も
ふ
第
一
の
わ
れ
（
。
其
段
は
御
免

の
蒙
り
。
御
前
様
ゑ
の
お
と
り
な
し
よ
し
な
に
御
評
判
（
。

島
原
大
坂
屋
の
吉
野
が
さ
る
お
屋
敷
の
殿
様
に
身
請
け
さ
れ
、
御
前

で
の
夜
の
御
伽
に
芸
も
話
も
仕
尽
く
し
、
思
案
に
疲
れ
て
「
曽
我
物

語
』
を
枕
に
眠
る
。
す
る
と
夢
に
曽
我
兄
弟
が
現
れ
「
略
曽
我
二
代

男
」
と
い
う
一
巻
の
書
を
与
え
て
い
く
。
そ
れ
を
御
前
に
捧
げ
、
家

中
の
筆
ま
め
な
者
に
六
巻
に
書
き
の
ば
し
、
慰
め
に
な
る
よ
う
作
ら

せ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
読
者
周
知
の
「
曽
我
物
語
」

を
そ
の
ま
ま
剰
窃
し
、
各
章
題
に
原
拠
と
な
る
箇
所
を
示
す
。
一
風

の
得
意
と
す
る
手
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
風
の
作
品
に
は
講
釈
の
場
面
、
ま
た
御
前
物
の

方
法
が
見
ら
れ
る
箇
所
が
多
く
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
音
曲

と
同
じ
く
、
講
釈
に
対
し
強
い
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
、
今
回

具
体
例
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
な
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
一
風
の
御
前
物
（
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
趣
向
を
と
る
も

の
）
の
利
用
方
法
を
見
て
き
た
。
次
は
そ
れ
ら
を
参
考
に
、
「
国
性

爺
御
前
軍
談
」
に
つ
い
て
新
た
な
検
証
を
行
い
た
い
。

「
国
性
爺
御
前
軍
談
」
は
享
保
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
大
本
五
冊

か
ら
な
る
浮
世
草
子
で
あ
る
。
本
作
は
近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
国

性
爺
合
戦
』
（
正
徳
五
年
十
一
月
よ
り
大
坂
竹
本
座
初
演
）
の
人
気

に
あ
や
か
り
浮
世
草
子
風
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
節
付
け
を
除
き
ほ

と
ん
ど
は
原
作
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
序
に
は
「
作
者
近
松
門

左
衛
門
、
素
読
西
氏
安
斎
」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
西
沢
一
風
の
署

名
は
見
当
た
ら
な
い
。

野
間
光
辰
は
「
『
国
性
爺
御
前
軍
談
」
と
「
国
性
爺
合
戦
」
の
原

(
8
)
 

拠
に
つ
い
て
」
の
中
で
編
者
推
定
を
行
い
、
編
者
は
作
中
登
場
す
る

「
西
氏
安
斎
」
で
実
は
西
沢
一
風
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
し
か
し
一

風
に
「
安
斎
」
な
る
号
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
論

の
発
表
後
も
、
編
者
に
つ
い
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
き
た
。
例
え
ば
「
西
沢
一
風
全
集
」
で
は
、
一
風
作
と
し
て
第
三

巻
に
収
録
さ
れ
る
が
、
そ
の
解
題
（
佐
伯
孝
弘
執
筆
）
で
は
作
者
認

定
に
関
し
て
の
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
確
か
に
全
編
を
通
し
て

『
国
性
爺
御
前
軍
談
」
に
お
け
る
御
前
物
の
方
法
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『
国
性
爺
合
戦
』
の
丸
本
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一

見
絹
者
の
存
在
や
意
識
が
見
え
に
く
い
感
じ
が
す
る
。
長
谷
川
は
「
浮

世
草
子
考
証
年
表
』
（
昭
和
五
十
九
年
、
青
裳
堂
書
店
）
に
掲
載
せ

ず
、
「
浄
瑠
璃
の
大
幅
な
利
用
か
ら
浮
世
草
子
と
は
い
え
な
い
」
と

し
て
「
劇
関
連
書
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
作
品
に
は

ま
さ
し
く
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
一
風
の
御
前
物
に
お
け
る
特
徴
が
、

顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
『
国
性
爺
御
前
軍
談
』
（
以

下
『
御
前
軍
談
』
と
略
す
）
の
編
者
推
定
を
行
う
。
未
だ
疑
問
の
残

る
編
者
な
る
人
物
が
、
西
沢
一
風
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た

、。し
享
保
十
二
年
(
-
七
二
七
）
刊
、
浄
瑠
璃
「
今
昔
操
年
代
記
』
の

中
で
一
風
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

筑
後
芝
居
相
続
如
何
と
町
中
門
弟
お
も
ひ
の
外
。
竹
田
出
雲
頓

知
発
明
よ
り
。
国
仙
爺
合
戦
と
い
ふ
浄
る
り
の
お
も
ひ
付
。
門

左
衛
門
老
功
の
一
作
。
力
瘤
を
出
し
。
文
旬
の
は
だ
へ
う
る
は

し
く
書
ま
は
し
た
る
筆
勢
。
お
も
し
ろ
く
浄
る
り
は
竹
本
政
太

夫
。
竹
本
頼
母
。
豊
竹
万
太
夫
右
三
人
に
て
あ
し
か
け
三
年
持

こ
た
へ
。
見
物
か
ら
子
儒
の
道
行
口
ま
ね
せ
ぬ
人
な
し
。
筑
後

橡
存
命
の
比
あ
や
つ
り
上
る
り
し
か
／
＼
な
か
り
し
が
。
諸
人

班
舞
伎
芝
居
よ
り
お
も
し
ろ
き
と
も
て
は
や
し
。
次
第
／
＼
に

は
ん
じ
ゃ
う
す
る
事
。
第
一
作
者
の
趣
興
。
人
形
い
し
や
う
。

道
具
ま
で
花
や
か
に
こ
し
ら
へ
。
手
を
つ
く
し
美
を
つ
く
せ
ば
。

歌
舞
伎
は
外
に
成
て
。
浄
る
り
の
評
判
は
し
／
＼
つ
ぢ
／
＼
゜

耳
か
し
ま
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
。（

『
今
昔
操
年
代
記
』
下
之
巻
）

『
国
性
爺
合
戦
』
の
人
気
ぶ
り
を
評
し
、
ま
た
「
近
松
門
左
衛
門
は

作
者
の
氏
神
也
」
「
今
作
者
と
云
る
、
人
（
。
み
な
近
松
の
い
き

か
た
を
手
本
と
し
書
つ
、
る
物
也
」
と
、
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
の
近

松
を
絶
賛
し
て
い
る
。
正
徳
五
年
、
大
坂
竹
本
座
で
初
演
が
行
わ
れ

大
当
た
り
を
と
っ
た
『
国
性
爺
合
戦
』
は
直
ち
に
歌
舞
伎
化
さ
れ
た

り
、
浮
世
草
子
に
類
似
作
を
生
ん
だ
り
し
て
、
一
種
の
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
。
人
気
芸
能
の
取
り
入
れ
を
得
意
と
し
た
一
風
が
、
こ

の
ブ
ー
ム
に
乗
じ
な
い
は
ず
が
な
い
。
『
御
前
軍
談
』
は
『
国
性
爺

合
戦
』
が
ま
だ
竹
本
座
で
人
気
を
博
し
て
い
た
享
保
元
年
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
野
間
の
研
究
（
前
掲
）
を
参
考
に
、
具
体

的
な
「
御
前
物
」
の
方
法
を
挙
げ
て
い
く
。

ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
序
の
構
成
で
あ
る
。
本
作
は
「
き
い
た

か
（
。
き
い
た
ぞ
（
。
」
と
、
下
郎
で
あ
る
米
八
・
麦
介
両
人

の
語
り
か
ら
始
ま
る
の
だ
が
、
序
全
体
が
ど
こ
か
芝
居
染
み
た
作
り

に
な
っ
て
い
る
。
概
略
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
た
び
若
殿
様
御
入
国
に
つ
い
て
家
中
お
慰
め
の
た
め
に
と
、

「
茶
道
安
斎
」
が
五
冊
の
本
を
持
参
し
て
、
当
時
流
行
の
『
国
性
爺
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お
ん
あ
い
い

御
前
軍
談
』
と
い
う
「
仮
名
草
子
」
を
朝
夕
御
目
前
に
て
素
読
申
し

上
げ
る
。
続
く
一
の
巻
か
ら
、
そ
の
内
容
が
語
ら
れ
て
い
く
形
式
で
、

そ
こ
か
ら
は
ほ
ぽ
『
国
性
爺
合
戦
』
原
作
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い

る
。
序
や
凡
例
の
中
で
こ
の
よ
う
な
芝
居
が
か
っ
た
趣
向
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
一
風
の
「
御
前
物
」
の
中
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
『
御

前
義
経
記
」
の
浮
太
郎
冠
者
、
『
女
大
名
丹
前
能
』
の
次
郎
冠
者
、
『
風

流
今
平
家
』
の
与
志
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
作
で
は
安
斎
が
講
釈
す
る

趣
向
に
な
っ
て
お
り
、
本
文
中
に
も
し
ば
し
ば
安
斎
の
口
上
や
注
釈

が
挟
み
込
ま
れ
た
り
す
る
。

0
三
之
巻
・
ニ
「
錦
祥
女
親
子
の
姿
く
ら
べ
」

扱
い
づ
れ
も
様
へ
申
あ
げ
ま
す
。
誠
に
日
本
人
の
心
と
申
は
。

男
女
と
も
に
ふ
て
き
に
は
ご
さ
り
ま
せ
ぬ
か
。
現
在
の
女
房
現

在
の
親
に
縄
を
か
け
。
聟
の
か
ん
き
が
心
を
も
し
ら
ず
。
よ
ふ

は
敵
の
方
へ
わ
た
し
も
渡
し
ま
し
た
。
女
な
が
ら
も
わ
れ
と
縄

を
か
、
り
城
内
へ
入
も
入
た
り
。
も
ろ
こ
し
日
本
と
て
か
程
ま

で
心
の
ち
が
ふ
も
の
か
は
。
…
（
中
略
）
…
此
間
を
暫
中
入
に

仕
休
息
の
お
ひ
ま
を
ね
が
ひ
。
お
茶
ひ
と
つ
く
た
さ
り
ま
せ
う
。

こ
、
ろ
ま
か
せ
に
つ
か
ま
つ
れ
△
有
が
た
や
休
息
仕
り
ま
し
た

ゆ
へ
。
の
ど
あ
ぢ
が
心
よ
ふ
成
ま
し
た
。
さ
ら
ば
此
つ
ゞ
き
を

読
ま
せ
う
。

0
三
之
巻
・
三
「
五
常
軍
か
ん
き
が
仁
義
」

な
ん
と
此
段
は
義
理
ば
つ
て
あ
は
れ
を
ふ
く
み
。

も
せ
の
わ
か
れ
尤
ら
し
く
ぞ
よ
み
い
た
し
な
が
ら
。
お
も
は
ず

ら
く
る
い
。
仕
り
ま
し
た
。
殿
様
が
た
は
か
く
別
御
前
様
お
つ

ぽ
ね
が
た
お
こ
し
も
と
衆
。
い
づ
れ
も
お
目
の
内
が
ど
み
ま
し

た
。
こ
れ
よ
り
そ
ろ
／
＼
め
の
さ
め
る
段
。
休
そ
く
仕
ら
ず
す

ぐ
に
よ
み
ま
し
や
う
。
と
て
も
の
こ
と
に
御
聞
く
た
さ
り
ま
せ

ふ。
0
四
之
巻
・
-
「
小
む
つ
が
知
恵
鏡
」

扱
此
間
の
嶋
め
ぐ
り
を
私
の
さ
い
か
く
に
て
。
若
殿
様
の
お
め

と
を
り
に
て
あ
や
つ
り
仕
り
。
人
形
つ
か
は
せ
お
め
に
か
け
ま

す
。
則
上
る
り
は
先
の
は
り
ま
大
夫
か
た
ら
れ
ま
し
た
嶋
め
ぐ

り
を
す
ぐ
に
か
た
ら
し
ま
す
。
上
る
り
人
ぎ
や
う
し
や
み
せ
ん

な
ど
。
ぶ
調
法
が
ち
に
ご
ざ
り
ま
せ
う
け
れ
ど
も
。
其
だ
ん
は

し
ば
し
の
お
な
ぐ
さ
み
お
わ
ら
ひ
ぐ
さ
と
お
ぼ
し
め
し
。
御
き

げ
ん
よ
う
御
ら
ん
下
さ
り
ま
せ
ふ
東
西
（
。

三
之
巻
・
ニ
の
傍
線
箇
所
は
、
文
字
通
り
原
作
の
受
け
止
め
方
を
講

釈
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
ま
た
四
之
巻
で
は
嶋
め
ぐ
り
を
操
に
か

け
、
わ
ざ
わ
ざ
挿
絵
を
用
い
て
安
斎
座
敷
浄
瑠
璃
の
体
を
示
す
。
こ

の
よ
う
に
、
作
中
に
講
釈
の
場
面
を
挟
み
込
み
、
さ
ら
に
浄
瑠
璃
な

ど
の
音
曲
を
挿
入
し
て
読
者
の
興
味
を
繋
ご
う
と
す
る
方
法
は
、
「
御

前
義
経
記
」
ま
た
そ
れ
以
後
の
一
風
の
御
前
物
作
品
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
が
、
他
の
御
前
物
(
-
風
作
品
以
外
）

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
現
段
階
で
は
っ
き
り
と
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述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
参
考
程
度
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
が
、

同
じ
「
御
前
」
の
文
字
を
冠
す
る
題
名
の
作
品
で
、
西
鶯
作
「
御
前

独
狂
言
』
（
宝
永
二
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
序
に
「
作
者
が
独
狂
言

世
の
人
さ
ま
の
御
前
へ
お
か
し
か
ら
ぬ
文
詞
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
題
名
の
由
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
主
の
前
で
語
る

講
釈
の
シ
ー
ン
を
設
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
世
の
人
々
（
読
者
）
を

御
前
に
語
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
序
と
本
文
の
直
接
的
な

繋
が
り
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
一
風
の
得
意
と

し
た
御
前
物
の
手
法
と
は
、
少
し
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
御
前

軍
談
』
の
よ
う
に
、
序
の
段
階
か
ら
芝
居
が
か
り
の
趣
向
を
め
ぐ
ら

し
、
そ
こ
で
読
者
の
関
心
を
一
気
に
引
き
よ
せ
る
方
法
は
、
や
は
り

一
風
の
常
套
手
段
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
次
に
『
御
前
軍
談
」
の
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
一
風
の
浮
世

草
子
、
特
に
そ
の
版
元
・
画
者
に
注
目
し
た
い
（
表
参
照
）
。
な
お

各
項
の
記
述
は
「
西
沢
一
風
全
集
』
解
題
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

冗
禄
十
四
年

「
寛
澗
曽
我
物
語
j

冗
禄
十
五
年

「
女
大
名
丹
前
能
」

冗
禄
十
六
年

「
風
流
今
平
家
j

宝
永
二
年

「
傾
城
武
道
桜
0

宝
永
一
＿
一
年

「
伊
達
髪
五
人
男
j

宝
永
五
年

「
風
流
三
国
志
j

宝
永
六
年

「
風
流
御
前
二
代
曽
我
」

宝
永
七
年

「
け
い
せ
い
伽
羅
三
味
線
」
菊
屋
七
郎
兵
衛

正
徳
六
年

「
今
源
氏
空
船
j

享
保
元
年

「
国
性
爺
御
前
軍
談
」
一

享
保
―
―
一
年

「
色
縮
緬
百
人
後
家
」

享
保
三
年

『
乱
腔
三
本
鑓
j

享
保
十
四
年

「
熊
坂
今
物
語
』

菊
屋
長
兵
衛

菊
屋
長
兵
衛

菊
屋
長
兵
衛

菊
屋
長
兵
衛

菊
屋
長
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

金
屋
市
兵
衛

未
詳

西
川
風

西
川
風

西
川
風

西
川
風

未
詳

未
詳

未
詳

未
詳

未
詳

未
詳

未
詳

万
屋
仁
兵
衛
・
油
屋
与
兵
衛
／
藤
七
良
＿
未
詳

＇ 
冗
禄
六
年

「
新
色
五
巻
書
」

元
禄
十
三
年

「
御
前
義
経
記
」

油
屋
与
兵
衛
・
万
屋
仁
兵
衛

雁
金
屋
庄
兵
衛
・
上
村
平
左
衛
門

万
屋
仁
兵
衛

版
元

表

蒔
絵
師
源
三
郎
風

蒔
絵
師
源
三
郎
風

画
者
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こ
の
よ
う
に
「
風
流
今
平
家
」
以
降
の
作
品
は
、
す
べ
て
菊
屋
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
る
。
菊
屋
七
郎
兵
衛
は
、
浮
世
草
子
に
お
い
て
八
文

字
屋
と
元
禄
末
年
よ
り
対
抗
し
、
正
本
屋
以
上
に
力
を
注
い
だ
人
物

で
あ
る
。
宝
永
ま
で
に
菊
屋
よ
り
刊
行
さ
れ
た
浮
世
草
子
を
見
て
み

る
と
、
質
の
点
は
と
に
か
く
量
に
お
い
て
は
八
文
字
屋
を
上
回
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
一
風
の
浮
世
草
子
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、

長
谷
川
は
「
こ
こ
に
菊
屋
と
一
風
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
係
が
う
か

が
は
れ
る
」
と
述
べ
、
菊
屋
と
八
文
字
屋
と
の
競
り
合
い
の
立
役
者

は
一
風
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

「
今
源
氏
空
船
」
以
降
版
元
と
な
っ
て
い
る
菊
屋
長
兵
衛
は
、
お

そ
ら
く
菊
屋
七
郎
兵
衛
の
親
族
で
あ
ろ
う
。
「
御
前
軍
談
』
前
後
の

浮
世
草
子
の
版
元
が
、
一
貫
し
て
菊
屋
長
兵
衛
（
文
生
堂
）
か
ら
出

版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
そ
の
画
者
も
「
西
川
風
」
と
、
画
風

に
共
通
性
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
編
者
推
定
の
際
、
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
情
報
だ
ろ
う
。
既
に
周
知
の
事
実
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
御

前
軍
談
」
の
編
者
が
一
風
で
あ
る
こ
と
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、

こ
こ
に
改
め
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
一
風
は
、
序
文
の
月
日
に
「
今
月
今
日
」
と
記
す
例
が
多
く
、

「
今
源
氏
空
船
」
「
御
前
軍
談
j

『
色
縮
緬
百
人
後
家
」
「
乱
胚
三
本
鑓
」

「
熊
坂
今
物
語
」
の
序
に
は
す
べ
て
、
共
通
し
て
そ
の
文
字
が
見
ら

(
1
 o) 

れ
る
。
長
谷
川
の
述
べ
る
よ
う
に
、
日
付
を
今
月
今
日
と
す
る
の
は

一
風
に
限
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
一
風
作
品
の
特
徴
の

一
っ
と
し
て
、
些
事
な
が
ら
編
者
確
定
へ
の
補
足
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、

に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、

次
の
三
点
に
つ

「
御
前
軍
談
j

い
て
述
べ
た
。

①
序
・
凡
例
に
芝
居
が
か
っ
た
趣
向
を
め
ぐ
ら
す
。

②
前
後
の
刊
行
書
の
版
元
が
同
一
、
画
風
も
似
通
っ
て
い
る
。

③

序

の

日

付

を

今

月

今

日

と

す

る

。

‘

こ
れ
ら
の
点
に
よ
り
、
「
御
前
軍
談
」
の
編
者
は
、
西
沢
一
風
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
人
気
浄
瑠
璃
「
国
性
爺
合
戦
」
を

そ
の
ま
ま
読
み
物
と
し
て
仕
立
て
直
し
、
自
身
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

序
を
添
え
、
目
録
・
挿
絵
を
加
え
て
浮
世
草
子
化
す
る
。
「
目
で
読

む
芝
居
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
も
ま
た
、
新
し
い
浮
世
草
子
と
言
っ

て
も
良
い
だ
ろ
う
。
「
御
前
軍
談
」
の
刊
行
は
、
演
劇
芸
能
と
浮
世

草
子
そ
れ
ぞ
れ
が
影
響
を
与
え
合
っ
て
い
た
時
代
の
、
一
風
の
新
た

な
試
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

注
(
1
)
井
上
和
人
「
「
御
前
義
経
記
』
の
素
材
と
方
法
ー
義
経
説
話
と
近
松
浄
瑠

璃
を
補
う
」
（
「
江
戸
文
学
』
二
三
号
、
平
成
十
三
年
六
月
）
、
神
谷
勝
広
「
『
御

前
義
経
記
』
小
考
ー
浄
瑠
璃
と
の
関
連
を
軸
に
」
（
『
日
本
文
学
j

五
二
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ー一

0
号
、
平
成
十
五
年
十
月
）
。

(
2
)
中
村
幸
彦
『
著
述
集
j

第一

0
巻
、
お
よ
び
注

(
3
)
(
4
)
な
ど
。

(
3
)
梶
原
正
昭
「
『
太
平
記
』
読
み
か
ら
講
釈
へ
」
（
「
太
平
記
』
昭
和
五
十
五
年
、

集
英
社
）

(
4
)
長
友
千
代
治
「
江
戸
時
代
の
書
物
と
読
書
』
（
平
成
十
三
年
、
東
京
堂
出
版
）

(
5
)
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
四
年
、
桜
楓
社
）

(
6
)
長
谷
川
強
「
浮
世
草
子
の
研
究
』
（
前
出
）
所
収
「
浮
世
草
子
年
表
（
宝

永
元
年
以
降
）
、
野
間
光
辰
「
国
語
国
文
』
第
二
三
巻
所
収
「
浮
世
草
子

年
表
（
一
）

i

（
四
）
」
（
昭
和
―
一
十
九
年
）

(
7
)
長
谷
川
強
「
浮
世
草
子
の
通
俗
軍
談
と
「
国
性
爺
合
戦
」
」
（
「
国
語
国
文

学
研
究
j

二
号
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
）

(
8
)
「
近
世
芸
苑
譜
』
（
昭
和
六
十
年
、
八
木
書
店
）

(
9
)
注

(
5
)
に
同
じ

(10)
注

(
5
)
に
同
じ

※
一
風
作
品
の
引
用
は
「
西
沢
一
風
全
集
」
（
汲
古
書
院
）
に
よ
る
。
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